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輝尽蛍光体とは吸収した放射線のエネルギーの一部を蓄え、その後光刺激により発光する物質

であり、その一部は個人被ばく線量計やイメージングプレート (IP) に用いられている。BaFBr:Eu

や CsBr:Euは IPとして実用化されており、輝尽蛍光材料として注目を集めている。近年、当研究

グループにより放電プラズマ焼結 (SPS) 法によって作製したCsBr:Eu透光性セラミックは単結晶

サンプルと比べ高い輝尽蛍光特性を有することを報告した [1]。しかしながら透光性セラミック

の報告は現状酸化物が大半を占めており、ハライド系透光性セラミックは研究の余地がある。そ

こで本研究では SPS法により BaBr2:Eu透光性セラミックを開発し、その輝尽蛍光特性をブリッジ

マン法により作製した BaBr2:Eu単結晶と比較した。 

Fig. 1 に作製したサンプルの画像を示す。BaBr2:Eu 透光性セラミック及び単結晶の厚みを 0.5 

mmにしたところ、両サンプルは透光性を示した。Fig. 2に X線を 1 Gy照射後の輝尽蛍光スペク

トルを示す。このとき刺激波長は 630 nmである。両サンプルにおいて、400 nm付近に Eu2+の 5d-

4f 遷移に起因する発光を確認した [2]。本研究で開発した透光性セラミックの輝尽蛍光強度は単

結晶と比べ約 20分の 1であった。本講演では光学特性として透過率、フォトルミネッセンス(PL)、

PL量子収率、輝尽蛍光特性について線量応答特性およびフェーディングを詳細に報告する。さら

に近年、いくつかの材料においてシンチレーション特性と輝尽蛍光特性に相補関係があることが

報告されているため [3]、シンチレーション特性についても報告する。 

  

Fig. 1 Synthesized BaBr2:Eu single crystal (left) and 

translucent ceramic (right) samples under room light 

with backlight.  

Fig. 2 Optically-stimulated luminescence spectra of 

BaBr2:Eu ceramic and crystal samples under 630 nm 

stimulation. Before the measurement, both samples 

were irradiated by X-rays (~1 Gy).  
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